
自然保育「ネイチャーウォーク」

春の森であそぼう
横山 解子（四街道市）

日 時：2026 年 4 月 16 日（木）9:50～11:00、天候：晴れ

場 所：八千代台北こどもの森

参加者：ChaCha Children Yachiyo 5 歳児 27 名 保育士 5 名

担当指導員：小川 晝間 横山

昨夜からの雨も朝には上がり気持ちよく晴れて、こどもの森はまばゆい新緑の装いで子どもた

ちを迎えてくれました。恒例の体操をして先生のお話を聞いた後、ウーロン、ジャスミン、ルイボス

の 3 グループに分かれて、さあ森で遊ぶ時間です。

今回は、子どもたちができるだけ自由に森の中を歩いて、春の草花や木の葉などとの出会いを

楽しむ企画です。「花壇の花のように人が育てている花は取ってはいけない。自然の草花はたくさ

んあったら少しだけ摘んでもいい」ことを約束して、グループごとに花摘みを開始しました。摘んだ

花はブルーシートに広げます。子どもたちがまず気付くのは、首を長く伸ばしたタンポポの綿毛。

「フー」と吹くと種を付けた綿毛が遠くへ飛んでいきました。黄色のタンポポ、カタバミ、青色のオオ

イヌノフグリ、淡いピンクのハルジョオンなど摘んできた花をシートの上で分けて観察。この花を使

ってかっこいいメダルを作ってみよう。子どもたちにメダル用台紙を配り、花や葉を擦りつけると色

が出ることを見せると、早速擦りはじめて「色がついたよ」「これはどんな色がでるかな」「葉っぱも

やってみよう」と夢中です。赤が無いねと言ったら、周りを見て落ちた真っ赤な椿の花びらを持っ

てきてくれました。それぞれなかなか芸術的なメダルができあがりました。みんな首から下げて得

意そう。

次は、子どもの森のお散歩です。葉っぱの赤ちゃんを触ると「やわらかい！」大人の葉っぱは

「ざらざらしてる」。地面にコナラの赤ちゃんを見つけ、スコップで掘ると、どんぐりから芽と根が出て

いるのがわかりました。ハナニラ、アジサイ、スイセン、クサノオウ、ハゼノキなど毒をもつものがある

ので注意しよう。ドクダミは名前と違って薬にもなるよ。ヤマグワはもう実をつけ、ケヤキには種が付

き、イチョウもモミジもクマシデも、若葉がとても美しい、素敵な森です。ノビルはネギの臭い、掘っ

たら小さい玉ねぎだ。ムクドリは嘴が黄色かった。ビワの実が黄色くなるころ来よう。

5 歳の子どもたち、なかなか観察力があります。

最後にみんなで輪になって、スコップで落ち葉を掻きわけて覗いてみました。葉っぱがだんだ

ん細かくなり、その下は土になっているのを確認して、さっき見つけたダンゴムシも働いているよと

話しました。

緑いっぱいの森に子どもたちの元気な声が溢れ、自然に親しんでいる様子を見ていると、とて

も幸せな気持ちになりました。

綿毛はどこへ行くのかな？   かっこいいメダルをつくったよ   葉っぱの赤ちゃんふわふわだね


